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アジア多国籍医師団準備委員会報告（8）

　　なぜ今ＮＧＯ（国際民間協力団体）なのか（菅波茂先生）

　　ミャンマー難民医療緊急救援プロジェクト（津曲兼用先生）
　　ブータン難民医療緊急救援プロジェクト（菅波茂先生）

　　カンボジア難民帰還支援緊急対応医療ﾌﾟロジェクト（桑山紀彦先生）

国際医療情報センター便り（小林米幸先生/香取美恵子氏）

林原フォーラムのお知らせとタイ／インドネシア出張報告（朔元洋先生）

ロンドン便り（高橋央先生）
岩手便り（４）（岩井くに先生）

バルチモア便り（江上由利子先生）



　　　　　　　　　　　　　ご案内

（理念）Better Medicine for Better Future in Asia

（沿革）1979年タイ国にあるカオイダンのカンボジア難民キャンプにかけつ

　　　　　けた1名の医師と2名の医学生の活動から始まっています。

（現状）アジアの参加国は13力国。会員数は日本200名。アジア各国総数400

　　　　名。アジア各地で種々のプロジェクト、フォーラム等を実施中。

　（本部）岡山市楢津310-1菅波内科医院（電）0862-84-7676（Fax）0862-84-4576
諒恣皿溺脇目………………………゛゜‥　‥‥‥゛|篇||IS薗　　‘、　　　　（参加希望者は本部までご連絡ください）
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　（国内）

在日外国人医療プロジェクト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

　1991年4月17日にＡＭＤＡ国際医療情報センターを設立。在日外国人をはじ

めとする関係者からの医療に関する電話相談、受け入れ医療機関の紹介、シ

ンポジウム、セミナーの開催などを行なっています。

　（海外）

カンボジア難民本国帰還緊急対応医療プロジェクト

　1992年7月よりタイから帰還するカンボジア難民対応した緊急医療活動を

AMDA-Japanの指導下に実施中。
ミャンマー難民緊急救援医療プロジェクト

　　1992年3月よりバングラデッシュに流入しているミャンマー難民にAMDA-

Bangladeshの指導下にAMDA-JapanとＡＭＤＡ-Ｎｅｐａ１の３力国が国際合同緊急救援

活動を実施中。

ブータン難民緊急救援医療プロジェクト

　1992年6月よりネパールに流入しているブータン難民にAMDA-Nepalの指導

下にAMDA-Japan､の２力国が国際合同緊急救援活動を実施中。

ピナツボ火山噴火被災民救援プロジェクト　　　　　　　　　　　　　　＿、

　　1991年11月よりフィリピン支部のルソン島ピナツボ火山噴火被災民キャ

プ医療活動へ医薬品援助と共に医師およびヘルスワーカーを派遣。

ネパール王国ビスヌ村地域医療プロジェクト

　　1991年7月からネパール支部のビヌス村農村の地域医療推進活動へ医療用

ジープ寄贈とともに医師等を派遣。ＡＭＤＡネパールクリニック開設。

インド連邦カルナタカ州無医地区巡回診療プロジェクト

　　1988年9月よりインド支部のカルナタカ州でアユルベーダ医学を用いた農

村無料巡回診療を支援。

　1993年5月に創設／展開予定。アジアの自然災害や難民等の緊急時に瞬敏に

対応できる全支部（13力国）から構成されるアジア多国籍医師団設立予定。
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（ＡＭＤＡ日本支部）

701-12岡山市楢津310-1菅波内科医院内　アジア医師連絡協議会

　(Tel)0862-84.7676(Fax)0862-84-7645
役員 代表

副代表

菅波茂（菅波内科医院）
小林米幸（小林国際クリニック）

国井修（国保栗山診療所）
ﾌﾟロジェクト実行委員長 中西泉（町谷原病院）

カンボジアプロジェクト委員長　桑山紀彦（山形大学精神科）

伝統医学プロジェクト委員長　　朔元洋（さく病院）
　　　　事務局長　　　　山本秀樹（岡山大学公衆衛生学教室）

　　　　事務局次長　　　津曲兼司（菅波内科医院）
　　　　事務局次長補佐　岩永資隆（菅波内科医院）
　　　　事務局　　　　　岡崎清子（非常勤）

（ＡＭＤＡ国際医療情報センター）

　154東京都世田谷区新町2-7-1横尾ビル201

　　　（Tel）03-3706-4243,7574（Fax）03-3706-4420
役員　　所長　　　小林米幸（小林国際クリニック）

　　　　副所長　　中西泉（町谷原病院）
　　　　事務局　　香取美恵子／田中理恵子（常勤）後藤朋子（非常勤）

　　　日本、韓国、台湾、香港、フィリピン、インドネシア、タイ、マレーシア、

　　シンガポール、インド、バングラデッシュ、ネパール、スリランカ、

　　パキスタン（近日中参加予定）

　溺”｀゛こ｡゛y?zzz.sa. y　゛rな゜｀。　顧朧朧

　　郵便振替用紙にて所定の年会費を納入してください。入会金はありません。

　　　　　　正会員１００００円（医師に限る）

　　　　　　準会員５０００円（医師以外の社会人の方）

　　　　　　学生会員３０００円（学生に限ります）

″゛ただし、会計年度は４月一翌年３月です。入会の月より会報を送付致します。

　振替先：郵便振替口座「アジア医師連絡協議会：岡山5､40709」

　なお、会費と共にＡＭＤＡプロジェクトのためにカンパをお寄せになる方は振

　替用紙の通信欄に「０００プロジェクトのために」などとご記入ください。

　辿謳肖゛‘’゛‘’゛‘‘“　　‘’　　　　　　　　　　　　゜　　　　　　　　　　　　　’。薩　”　iu　i……§゛､l゛ |湊 ’鶯‘謁

　｡｡･s･････････　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･.　　　　　sg ｡ 5･ xs　｡｡｡｡畷
　　　１）ＡＭＤＡ在日外国人医療プロジェク（ＡＭＤＡ国際医療情報センター）

　　　２）ＡＭＤＡネパールヘルスクリニック開設

　　　３）ＡＭＤＡミャンマー難民支援医療プロジェクト

　　　４）ダイジェスト版（上記の３プロジェクト）

　　ご希望のビデオNoと現金を現金書留で下記にお送りください。

　　242神奈川県大和市西鶴間3-5-6-110小林国際クリニック　小林米幸
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アジア意志連絡協議会

　　代表　菅波茂

　政府レベルでの国際協力は従来より「国益確保」の必要に応じて多面的な方法で実施されてきています。ただ「国益確保」というポイントを無視して
いけないし、「国益確保」から外れている場合には過度の期待をしてはいけ

ません。国家間の相対的な関係が「国益確保」に影響を及ぼしている場合は

国民の意志より優先することが多々あります。なぜなら現在では国民は「国

益確保」に必要な国家間の相対的な関係を理解できる情報入手がなかなか困
難です。

　民間レベルでの国際協力は「国益確保」より異なった視点でなされるべきです。それは「国益」を超えて全世界に普遍的な「人道主義」です。

過去においては国際民間協力団体がその一端を担ってきました。現在国際民
間協力団体は多くの国民に「人道主義」の必要性をいかに理解してもらうか

ということを考えるときが来ていると思います。
観念的な人道主義より経験的な人道主義が必要です。経験は人道主義に必要

な判断を養い行動を提起させます。
その答えは国際民間協力団体が教育と連携する ことだと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　==-　　　ﾐ'Ｊ　り国際民間協力団体はスタディツアーという形で多くの意欲的な市民に人道主

義を経験する意義のある場を提供してきました。今後は学校教育のカリキュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　㎜㎜㎜-㎜　　　－　㎜ラムの一環としてこのスタディツアーを発展させてはどうでしょうか

。
Ｆ●●●●．　．･･ｊ ､●　・　ｔ　　　　　　-･　－

即ち、学生としての義務にするわけです。事前の意欲の有無にかかわらず体

験によって深く考えるきっかけが生まれます。

　学校教育の一環を担うことになれば国際民間協力団体のサイドも体質の変
換が必要になります。国際民間協力団体としての理念および実践内容がオー
プンになります。協力先である現地との信頼関係、安全性などの確保が重要
になります。良質なカリキュラムを保証をするためには国際民間協力団体間

の連携も大切になってきます。正式な学校教育の一環となれば文部省や外務
省も関係してきます。即ち、国家間の連絡が必要になります。

　結論的にいえば、国際民間協力団体の実施している人道主義的活動を学校教育のカリキュラムに加えていくことにより国際協力の在り方及び方法論が

おおきく変わらざるを得ないということです。

　現在、日本にある約２００からの国際民間協力団体は財政的な基盤が弱く
伸び悩んでいます。しかし単に寄付金の法的免税処置が可能になれば発展す
るというものではありません。

　メディアからの観念的人道主義に加えて経験的な人道主義により国民が国際協力に対する基本的な判断力を養っていく機会を提供することは国際民間

協力団体の今後の重要な役割になってくると思います。

３－
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(月曜日)日１９９２年（平成４年）９月２１

　
　
流
出
国
も
対
象
に

　
冷
戦
の
終
焉
（
し
ゅ
う
え
ん
）
は
、

難
民
援
助
の
あ
り
方
に
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
せ
て
い
る
。

　
従
来
か
ら
、
難
民
や
避
難
民
に
対
す

る
援
助
は
、
人
道
的
な
連
帯
の
あ
か
し

と
し
て
、
広
く
国
際
社
会
の
支
持
を
得

て
き
た
。
と
く
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
異

に
す
る
超
大
国
対
決
の
も
と
で
、
国
際

粉
争
そ
の
も
の
が
冷
戦
構
造
を
反
映
し

て
い
た
時
代
に
お
い
て
は
、
難
民
は
こ

の
よ
ろ
な
対
立
の
犠
牲
者
と
し
て
受
け

入
れ
国
の
厚
遇
を
得
、
第
三
国
へ
の
定

住
も
数
多
く
認
め
ら
れ
た
。
国
連
難
民

高
等
弁
務
官
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
は
、
難

民
の
保
護
・
救
済
と
、
難
民
問
題
の
解

決
を
任
務
と
す
る
が
、
そ
の
事
業
は
今

ま
で
も
っ
ぱ
ら
難
民
の
受
け
入
れ
国
を

中
心
に
進
め
ら
れ
、
流
出
国
を
対
象
と

す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
で
は
流
出
国
側
に

お
い
て
難
民
・
避
難
民
を
保
護
・
救
済

す
る
必
要
性
が
増
大
し
て
き
た
。
そ
れ

は
第
一
に
は
、
冷
戦
か
終
わ
る
に
と
も

な
い
和
平
が
成
立
し
、
長
年
難
民
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
た
人
々
が
、
自
国
へ

の
帰
還
を
始
め
た
こ
と
。
し
か
し
な
が

ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
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に
み
ら
れ
る
ぶ
つ
に
、
戦
禍
と
貧
困
に

苦
し
む
故
国
に
帰
っ
て
も
な
お
国
際
的

な
保
護
・
救
済
が
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
。
第
二
に
は
、
紛
争
の
主
要
因
が
国

家
主
義
の
高
揚
、
民
族
や
宗
教
の
対
立

の
た
め
、
自
国
内
で
難
民
化
す
る
傾
向

が
強
い
こ
と
。
第
三
に
は
、
国
家
の
権

威
の
衰
退
や
、
連
邦
国
家
解
体
の
過
程

で
、
安
全
と
よ
り
所
を
求
め
る
人
間
の

大
規
模
な
移
動
が
各
地
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

国
内
に
あ
り
な
が
ら
難
民
と
な
る
人
々

の
保
護
・
救
済
を
ど
の
よ
う
に
し
て
全

｡〃こ

貞子（国連難民高等弁務官）緒方

う
す
る
か
と
い
う
課
題
が
、
急
速
に
浮

上
し
て
い
る
。

　
庶
界
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
国
内
難

民
の
総
数
は
、
千
五
百
万
人
と
も
二
千

万
人
と
も
い
わ
れ
る
。
と
く
に
多
数
を

占
め
て
い
る
の
が
「
ア
フ
リ
カ
の
角
」

地
域
で
、
ソ
マ
リ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、

ス
ー
ダ
ン
の
各
国
で
は
、
国
外
に
流
出

し
た
人
々
の
ほ
か
に
、
国
内
に
も
数
百

万
人
に
の
ぼ
る
難
民
が
い
る
。
旧
ユ
ー

　
　
湾
岸
戦
争
が
転
機

　
自
国
内
に
あ
る
難
民
に
対
し
、
国
際

社
会
が
保
護
・
救
済
を
与
え
る
こ
と

は
、
理
論
的
に
も
現
実
的
に
も
き
わ
め

て
む
ず
か
し
い
。
そ
れ
は
国
家
主
権
の

壁
に
直
面
す
る
か
ら
で
あ
る
。
国
連
憲

章
は
「
憲
章
の
い
か
な
る
規
定
も
、
本

質
上
い
ず
れ
か
の
国
の
国
内
管
轄
権
内

に
あ
る
事
項
に
干
渉
す
る
権
限
を
国
際

と
な
っ
た
人
々
に
対
し
て
も
援
助
を
与

え
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
一
段
と
論
議
を
呼

ん
で
い
る
の
が
「
人
道
的
介
入
権
」
の

問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
際
社
会
に

は
国
家
主
権
の
壁
を
超
え
て
国
内
で
難

民
化
し
た
人
々
に
対
し
、
人
道
援
助
を

強
要
す
る
権
利
を
有
す
る
、
と
い
う
主

張
で
あ
る
。
こ
の
議
論
が
脚
光
を
あ
ぴ

た
の
は
、
一
九
九
一
年
四
月
五
日
、
安

励
賑
趾
轍
阪
骸
訟

一
一
一
一
新
た
な
概
念
「
人
道
的
介
入
権
」

ゴ
ス
ラ
ピ
ア
の
場
合
、
他
の
欧
州
諸
国

に
逃
れ
た
五
十
万
人
に
加
え
て
、
諸
共

和
国
に
は
二
百
七
十
八
万
人
が
難
民
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ボ
ス
ニ
ア
。

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ピ
ナ
で
は
、
首
都
の
サ
ラ

エ
ボ
の
ほ
か
に
も
、
戦
乱
の
た
め
に
食

糧
の
補
給
が
つ
か
ず
、
龍
城
（
ろ
う

じ
ょ
う
）
状
態
に
あ
る
人
々
望
八
十

三
万
人
と
推
定
さ
れ
、
第
二
次
大
戦

以
来
、
最
悪
の
難
民
危
機
と
な
っ
て
い

る
。

連
合
に
与
え
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し

て
、
加
盟
各
国
の
主
権
の
尊
重
を
掲
げ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
主
権
の
適

用
範
囲
は
な
ん
ら
明
確
に
さ
れ
て
お
ら

ず
、
現
実
に
は
歴
吏
的
な
変
遷
を
た
ど

っ
て
次
第
に
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
。

と
く
に
、
人
権
の
分
野
に
お
け
る
国
連

の
権
威
が
拡
大
し
て
き
た
と
同
様
、
人

道
援
助
活
動
に
つ
い
て
も
、
国
連
は
、

総
会
決
議
も
し
く
は
事
務
総
長
の
あ
っ

せ
ん
を
も
と
に
、
国
内
に
お
い
て
難
民
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全
保
障
理
事
会
に
よ
る
決
議
六
八
八
の

採
択
で
あ
ろ
う
。
同
決
議
は
、
イ
ラ
ク

に
対
し
、
援
助
を
必
要
と
す
る
同
国
内

に
あ
る
す
べ
て
の
人
々
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
、
国
際
人
道
援
助
機
関
に
与
え
る
こ

と
を
要
求
し
た
も
の
で
、
人
権
と
難
民

と
国
際
平
和
を
結
び
つ
け
た
画
期
的
な

も
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
決

議
が
実
行
さ
れ
る
過
程
で
は
、
イ
ラ
ク

の
国
家
主
権
と
の
関
係
か
ら
紆
余
（
う

よ
）
曲
折
を
経
る
こ
と
と
な
る
。

ま
れ
。
聖
心
女
子
大
、
ジ
ョ

ー

ジ
タ
ウ

ン
大
学
卒
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大

学
大
学
院
博
士
課
程
。
七
六
年
か
ら
三

年
間
国
連
代
表
部
公
使
。
九
〇
年
国
連

難
民
高
等
弁
務
官
に
就
任
。
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ま
ず
、
ク
ウ
ェ

ー

ト
の
主
権
と
領
土

保
全
を
守
る
た
め
に
軍
事
行
動
に
出
た

多
国
籍
軍
は
、
そ
の
後
イ
ラ
ク
北
部
に

出
動
し
て
「
安
全
地
帯
」
を
設
定
し
た
。

ト
ル
コ
ヘ
越
境
し
て
国
際
的
な
保
護
を

求
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
国
境
の
山

畠
地
帯
で
飢
え
と
寒
さ
に
苫
し
ん
で
い

た
ク
ル
ド
難
民
は
、
多
国
籍
軍
に
守
ら

れ
て
山
を
下
り
、
自
国
内
に
あ
る
「
安

全
地
帯
」
へ
と
帰
還
し
た
。
こ
の
動
き

に
呼
応
し
て
、
イ
ラ
ン
に
逃
れ
た
ク
ル

ド
難
民
も
帰
国
を
開
始
し
、
六
月
末
に

は
ほ
と
ん
ど
全
員
が
故
国
に
復
帰
し

た
。
百
七
十
万
の
ク
ル
ド
難
民
は
、
そ

の
流
出
の
速
度
に
お
い
て
記
録
的
で
あ

っ
た
が
、
帰
還
の
速
さ
に
お
い
て
も
驚

異
的
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
動
き
を
可
能
に
し
た
最
大
の
原

因
が
多
国
籍
軍
に
よ
る
人
道
的
介
入
で

あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し

か
し
、
さ
ら
に
多
国
籍
軍
か
ら
引
き
継

い
で
、
人
道
援
助
を
提
供
し
た
国
連
の

動
き
に
も
注
目
す
べ
き
も
の
か
あ
る
。
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　　　　　プロジェクトリーダー（事務局次長）津曲兼司先生

　現在、私達のミャンマー難民医療緊急救援プロジェクトは難民キャンプで
寄生虫駆除プログラムと衛生教育プログラムを主体に実施されています。
コクサックバザールの現地事務所もより立地条件のよいところに移転しまし

た。ラザック氏をコーディネーターとする現地医師団のローテーションも円
滑に行なわれ、対象の難民キャンプも３ヵ所から４ヵ所目になっています。

日本からの参加スタッフも大いに活躍され現地スタッフの士気を盛り上げて

います。特筆すべきことは、岩永質隆氏の現地活動参加中にニューズレター
発行の快挙がなされました。別紙を参照下さい。これは日本と現地との相互

理解を促進します。他の国のプロジェクトでも可能であれば実施すればと思
います。

　バングラデシュにおいて、ミャンマー難民医療プロジェクトを実施してい
る日本の団体は私達アジア医師連絡協議会だけです。医師／医学生を問わず

医療関係者にとって貴重なフィールドの場になってきています。このフィー
ルドを教育の場としても発展させていく予定です。
　このプロジェクトに対する基本方針は長短期を問わずできるだけ多くの日

本人の方に参加していただき、現状を理解していただくともに将来にわたっ
ての協力体制をお願いすることにあります。
　平成４年３月には東京大学医学部第二外科に留学中のナイーム先生をはじ

めとする３名のバングラデッシュ人医師の先生が日本から帰国されます。

現地の体制も一層強化されます。ミャンマー難民プロジェクトの強化はもち
ろん新規プロジェクトも検討中です。

　アジア医師連絡協議会が実施中の他のカンボジア難民帰還対応緊急医療プ
ロジェクトとブータン難民緊急救援医療プロジェクトと共に「アジア多国籍

医師団構想」の三大パイロットプロジェクトとして位置づけされている重要
性も理解していただければと思います。

　今後共に会員の皆様方のご支援をよろしくお願い申し上げます。

難民キャンブ内衛生健康教育実施中

　　　　　　　－５－

-

-
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A&sociat●dPrel●
A Myanmar woman and herchlld awalt food at a refug●ecamp ln Bangiadesh.

Myanmar Refugees
Flee

Camps ln Bangladesh

　COX'S BAZAR, Bangladesh(AP)－　not qualify for the daily ration of 600

2こ剽ば吃芯r;忿隣ごg芯ご忿7昌｡一一，1-。

aQQaQ anrlnnQQihlp rpngtrigtinn, and ofl　fence three CamDS next Week. The oth-

neeing refugee camp8 to escape di8-

eases and po88ible repatriation, and ofl
ficia18 8aid Saturday barbed wire

fence8 will be built to halt the exodus｡

　Relief Commi88ioner Khandaker

Shahidul l81am 8aid at lea8t 6,000

refugee8 are mi8sing from the 16

camps 8pread in the foothills of 8outh-

ea8tern　Banglade8h　along　the

Myanmar border.

fence three camps next week. The oth-

ers will be enclo8ed in stage8 next

month.“We are doing this to maintain

di8cipline,”he said｡

　Some reporta a18o 8ay many of the

womenwhohaveleftthecampsamf1）I℃ed

into pro8titution by gangs in big towT18

andcitie8,asenior詑nefomcia18aid｡

　Atlea8t100womenareknowntohave

About 270,000 refugees were living　ended up in brothels，the omcial laid，

　　　　　　　■　　　　W　　　　　　　　㎜　　　　　＝in the camps after nidng what they　spealling on oonditi≪xnafai!onymity･

said wu ㎡anti-Mu,Um iackdown by　Raefofncials say uother ・as･nfor

Myanmar'I Buddbist government in　the exodul is the f自arthat avantually

thair home province of Arakan. lslam　the reR】gees wm be n】rced to return to

laid a lurvey of the camps last week

fi､und thg number of ra●idents had da-

Myanmar，
　A planned repatriation on May 15lbulld th● mlmb●r afi皿ldant● hsl dl-　　A planned repatriation on May 15

clined to 264,000.　　　　　　　　　　failed aaer violent prote●ts by the re-

　MOIt left in the last four months， fugees， who say the predominantly

lslamsajd,when overcrgwdi㎎andthe　B心Ｍ四isstil皿-最xrthem.

onset of mon圓oon rains brought diar-　　Myanmar Muslims started pouring

rhea，malaria and pneumonia to the　into predominantly Mullim Bangla･

nlthy eampl. mo塵tly elu●tersof bam-　dash in March 1991. They brought re-

boo-and-thatch hut8｡

　Government doctor8 and reliefwork-

er8 say at lea8t 20 death8 due to diar-

rhea and malaria are being reported

every day 8ince July l when heavy

rain8 began，

port8 of killing8， torture， rape and

forced conscription8 by Myanmar sol-

dier8 in Arakan， a rugged province in

we8tern Myanmar that i8 home to 3

million Mu8lim8.

“Noneof the8e refilgeeB i8 willing to

turn until human right8 conditions　“lflget a chance， l win pack every-　return until human rights conditionl

thing and 8coot immediately. l cannot　improve,” laid an ofncial of the U.N
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　㎜㎜　－　ふ　　Ｊ　■　　皿　－　－　　　㎜皿　　－　　　　　　　　　　－take thillife any more,’said Hamdi　High Commission f㎞･Realgees. He

Hossain in the Gundhu皿camp outside　spoke on conditjon of anonymity･

CoxlsBazar on the Bay of Bengal coast.　Myanmar denjes there is persecu･

　R一回idents who want to leave can eas-　tion in Arakan.

ily slip ●way and mjngle with the local　“For the refugees it would be like be-

　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　㎜　　■　　　　　－－　　　㎜　皿　●　　　・　皿　j-
p{}pulation who belong to the same eth-

nicgr(yup a8 Myanmar Musljms.

ing tossed をom the fyying pan to nre if

thev are reDatriatad now,’自aid Milan

　　－　－　　－　　　　　　　　　　　　　　－　　　－　For two4hirds of the realglal，food　Kanti Das， a voluntaer with the P11♭lic

is the incentive to ltay. The rest live in　Health Center， a private relief organi-

the open and are not registered and do　zation.

６



９ＭＤｎことこと
ＶＯＬ．１　　ＮＱ．１　　ＪＵしＹ，１

ＥＤＩＴＯＲＩＡＬ

　　AMDA-Bangladesh has taken up activitis
for only three months by dynamic

participation of AMDA－Japan and AMDA－Nepa1
　AMDA-Bangladesh is now ready to move to
contribute tl)-its own country， as well as

92･

G,,P.0. SQx zj，

(.6y'S 5･1為政｢
kりtaJtsk

rEし/FAy Co3･い｣3821

to other Asian nations through the　AMDA-lnternation1.
　AMDA－Bangladesh is going to get a registration from the NGO Affairs Bureau

of Bangladesh as a foreign NG0.

THE PROJECT IN COX,'S　AZAR :

　We have started our project on the 25th Apri1，1992.

　Project components are dewormation and health education. Target group is a11
the members of the family of the refugees.

　By this time， we　have completed two refugee camps named Dhoapalong and
Dechuapalong-1.
Now we are going to start our project in lloludiapalon as the third camp.
The reports of the two camps are enclosed herewith this News Letter.

Mr.S.A.Razzak
Project coord･lnat｡「

AMDA-Bangladesh

FROM A JAPANESE POINT OF VIEW ；
”Am l really in a refugee camp ？ ”

”Am l really in Bangladesh ？ ”
　People in Dechuapalong l，the only camp l ever visited， never look miserable，
that makes me feel at ease a little，even they wear ragged l could not ilagine
in my country.

　”Bangladesh ” sounds most of Japanese as hot and muddy country.But now l
enjoythis cool sgason very much recalling hot Japanese summer，

　　AMDA－Bangladesh is st111 just a baby，born to serve the people here for
their better ledicine ＆better future.0ther NGOs are of course doing much
better than we. There are a lot of things to ･1earn from them.
　　Thebeloved baby will be brought up gradually with much learning and sometimes
failureS too.

　　l　do　hope　to　see　the　baby’s　wonderful　future　with　a　Bangladeshi

face，BanSladeshiway of thinking for the people on this lotherland.
Dr.S11ketaka lwanaga MD
Depuly･ project coordjnator
AMDA-Japan

　　ＲＯＬＥ ＯＦ ＡＭＤＡ－ＢＡＮＧＬＡＤＥＳＨ ＯＮ ＴｌｌＥ １１ＥＡＬＴＨ ＰＲＯＢＬＥＭＳ ＯＦ ＴＨＥ ＲＯＨＩＮＧＹＡ ＲＥＦＵＧＥＥＳ ：

　　　Ｓｉｔｕａｔｉｏｎ ｏｆ ｈｅａｌｔｈ ａｎｄ ｍｅｄｉｃａｌ ｓｅｒｖｉｃｅｓ ａｍｏｎｇ ｔｈｅ Ｒｏｈｉｎｇｙａ ｒｅｆｕｇｅｅｓ ａｒｅ

　ｓｔ．ｉｌｌ　ｕｎｑｕｅｓｔｉｏｎａｂｌｅ．　Ｔｈｅ ｂｕｒｎｉｎｇ ｐｒｏｂｌｅＩｓ ａｂｏｕｔ ｈｅａｌｔｈ ｃｏｎｃｅｒｎ ａｒｅ

　ｉｎｆｅｃｔｉｏｕｓ ｄｉｓｅａｓｅｓ（ｍａｉｎｌｙ ｒｅｓｐｉｒａｔｏｒｙ ｔｒａｃｔ ｉｎｆｅｃｔｉｏｎ，ｓｋｉｎ ｄｉｓｅａｓｅｓ ｌ

　ｃｏｎｊｕｎｃｔｉｖｉｔｉｓ）ｄｉａｒｒｈｏｅａ，ｌａｌｎｕｔｒｉｔｉｏｎ ａｎｄ ａｎａｅｍｉａ．ｏｆ ｔｈｅ ｃｈｉｌｄｒｅｎ．Ａ１１ｏｆ

’ｔｈｅｓｅ ｐｒｏｂｌｅｍｓ ａｒｅ ｍａｉｎｌｙ ｄｕｅ ｔｏ ｔｈｅｌｒ ｌａｃｋ ｏｆ ｈｅａｎｈ ｅｄｕｃａｔｉｏｎ ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ

　ｓａｎｉｔａｒｙ ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ ａｎｄ ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｈｙｇｉｅｎｅ．ＳＯ ＡＭＤＡ－Ｂａｎｇｌａｄｅｓｈ　ｔｏｏｋ　ｔｈｅ

　ｒｅｓｐｏｎｓｉｂｉｌｉｔｙ ｏｆ ｔｈｅｉｒ,ｈｉｌｍｉｎｔｈｉｃ ｐｒｏｂｌｅｍ＆ｈｅａｌｔｈ ｅｄｕｃａｔｉｏｎ．

　　Ｎｏｗ ｗｅ ａｒｅ　ｌｅａｄｉｎｇ ｂｏｔｈ ｔｈｅ ｈｅａｌｔｈ ｅｄｕｃａｔｉｏｎ ＆ｄｅｗｏｒｌｉｎｇ ｃａｍｐａｉｇｎ ｌｎ

　Ｄｅｃｈａｐａｌｏｎｇ’１．Ｓｏ ｗｅ ｄｏ ｈｏｐｅ ｔｈａｔ ｉｔ ｗｉｌｌ ｒｅｄｕｃｅ ｂｏｔｈ ｔｈｅ ｍｏｒｂｉｄｉｔｙ ｌ ｍｏｒｔａｌｉｔｙ

　ｒａｔｅ ａ哨ong　the refugees in future.

　Dr.Sou●itr8 Barua MBBS

　Medica10fficer

　AMDA-Bangladesh.

７－

AMDA Ban ladesh
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　　　　　　　　　　　　　代表　菅波茂先生

外務省国際開発協力関係民間公益団体補助金交付決定！

　平成４年９月２日付け通知１３４号で私達のブータン難民医療緊急救援プ

ロジェクトに対して外務省国際関発協力関係民間公益団体補助全交付通知が

ありました。

　このﾌﾟロジェクトはAMDA Nepal､AMDA JapanとB.P.Health Memorial

Foundationの共同プロジェクトになります。ＡＭＤＡ ＮｅｐａｌとAMDA Japanはブ

ータン難民のための第二次医療ヘルスセンター設立に向けて過去５ヵ月にわ

たって調査を施行後現地体制確立へ万全の準備を進めてきました。

　目的はネパール東部ジャパ及びモラン地区にある４ヵ所の難民キャンプ内－

ヘルスクリニックの後方支援をするとともにネパール住民に医療サービスを

提供することです。

　具体的には難民キャンプ内ヘルスセンターに検査機能の提供、ブータン難

民に第二次医療の提供、難民キャンプ周辺住民の巡回診療、地方医療機関の

補完そしてＡＭＤＡとネパール政府との良好な協力関係の確立です

　AMDA Nepa1､B､P. Health Memoria1 Foundatior及びネパール政府と最終打ち

合わせをした後、第二次医療ヘルスセンター設立運営を開始する予定です。

　ネパール政府はこの二次医療ヘルスセンター３年間運営後の公的援助を

約束しています。即ち、この第二次医療ヘルスセンターは３年後にはネパー

ル政府の公的援助を受けてＡＭＤＡの主導下に運営され、ネパール東部地区の

主要医療機関の役割を果たすことになる予定です。従って、私達はできるだ

け高機能／ハイテク装備の医療センターにするつもりです。

同時にＡＭＤＡＮｅｐａ１のメンバーよりこのプロジェクトのために常勤として専

従するメンバーを投入します。有り難いことに多くのＡＭＤＡ Ｎｅｐａ１のメンバ

ーが参加を希望してくれています。

　当プロジェクトは「アジア多国籍医師団構想」の一環として運営されるたj＾｀

めネパールと日本支部以外の他国支部メンバーの参加も考えています。

　皆様のご理解とご支援をよろしくお願い申し上げます。

難民キャンこ

　　　－９－
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緊急報告一カンボジアの惨状

　　　　桑山紀彦先生

　９月４日より１８日まで、私はカンボジア・プロジェクトの責任者として現地のフィールド・コーディネータ

一、熊沢ゆりさんと合流した。 ＡＭＤＡの事務所はプノンペン市内のほぼ中心部にある３階建ての豪華な建物で

ある。しかし水が出ず、電気も１日３～４時間しか来ず、文明生活に慣れた私を打ちのめした。しかし熊沢さん

はけろりとして淡々と生活しているのが実に印象的で、「この方はもうすっかりカンボジアに馴染んでいる」と

思わず呟いてしまった。現在は電気も何とか８時間くらいの停電に治まり、水も順調に出ている。夜間の停電の

際はジェネレーター（発電機）を回し、仕事が出来るようになっている。また、通訳と運転手の２つの仕事をこ

なす有能な人材としてMr.Sok Savuth （ソク・サブース氏）を正式に雇用した。彼はカオイダンから帰還した帰

還難民である。完璧な英語を話す彼はロンノル時代の兵士で、U S Armyの訓練を受けたことがある。本人には似

ても似付かないかわいい娘ドナちゃんと妻の３人暮しである。賛否両論はあったが熊沢さんと話し合って、彼の

一家をＡＭＤＡの事務所の１Ｆに住まわせた。月給＄100と安いが、その代わり家賃を取らないことで約＄200分＿

の給料になっているはずである。私たちもクメール人と一緒に生活することで、様々なぶつかり合いはあると思

ったが、そうすることが逆にカンボジアやクメール人のものの考え方を理解する一つの道と考え踏み切った。わ

いわいとした同居生活はやはり楽しい。

　われわれがサポートするPhnom Srouch（プノム・スロッチ）郡病院はコンポンスプー県の西の端で、２年前ま

ではポル・ポト派の支配領域であった「激戦地域」である。従ってたくさんの砂糖揮子の樹が今でも銃弾で折れ

たままの生々しさを残している。また、ＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）に貸して頂いた「地雷マップ」

をみると、このプノム・スロッチ郡は多くの地雷源を抱えている。 ＨＣＲは「今、日本のＮＧＯのなかで最も注

目するのはＡＭＤＡである。なぜなら、他のＮＧＯは自分達の活動地を自分達の都合に合わせて選んで来たが、

ＡＭＤＡは遠く、不便で、かなり危険な地域に入ろうとしており、これは現場の二－ズをよく考えて活動地とし

て選んでいるからである」と評価して頂いた。そのような経過を踏まえて選んだかは別として、このプノム・ス

ロッチは以下の点に於て、緊急、継続両面の援助が必要とされている。

　①この郡には８月末の時点で７００人を越える帰選民が定住しており、他にＩＤＰ（国内避難民）ｓｉｔｅ（

キャンプ）があるため、一般の住民も合わせると立場や歴史の異なった３種類の人たちが混住する地域であるこ

と。

　②戦闘地域であった事もあって他の郡よりも貧しく、保健活動も停滞していること。

　③カルダモン山系の入口であることから、山がちな地域で人々は貧しさ故に山に入って木を切る。それも隠れ

て夜に切ったりするため、蚊に刺されたり、地雷を踏む場合が多く、マラリア感染、触雷事故が多い。そしてマ

ラリアにかかったり、片脚を失ったりすると一層生活が貧しくなり、構造的な「貧困」ががっちりと根付いてし

まっている。

　④プノンペンから遠いこともあって余りＮＧＯが入っていない（達いといっても車で１時間もあれば着いてし

まう。道は完全舗装）

　以上のように、帰選民も、国内避難民も、そして一般住民もわけ隔てなく、しかもバランスをとって援助して

いくべき地域であり、問題は「構造的」な部分に関係している。従って最も「カンボジアの数々の問題が集積し

ている」地域と言えないこともない。こう書くとかなり難しそうであるが、それ故に逃げるのでなく、全力を出

してケアに努める甲斐のある地域であると考えたい。

－11－
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◆現場日誌より◆

　「９月８日」

　その快晴の日、私はＡＭＤＡがサポートしているプノム・スロッチの病院にいた。景色だけみると本当に天国

のような風景で、ここでハンモックを吊して昼寝をすればもう日本になんて未練は残らないだろうと思えるくら

いいい風が吹いてきていた。と、そのときにわかに玄関の方が騒がしい。この悲しいくらい「何もない」病院に

一体何が起こったのかと外に出てみると、後ろに長いリヤカーをつけたオートバイが独りの老婦を乗せて入って

きた。普段はぼーっとしている病院の職員がただならぬ雰囲気で緊張している。「どうした？」私は横にいた通

訳に聞いた。私たちが臨時で雇っているプノンペン大学の学生の若い通訳は顔をこわばらせて「地雷を踏んだと

言っている！」と叫んだ。私は頭に血が昇るのと足先から血がすーっと退いていくのを同時に感じながら急いで

そのリヤカーの荷台に駆け寄りのぞき込んだ。

　歳の頃は５０歳を越えたくらいの男がそこの横たわり、気絶している。足は？と診ると、左足はすねから先が

ちぎれてなくなっており、頚骨がぎざぎざに折れて飛び出ている。そこから先の「足」はだらりと一かたまりの

肉片となってぶら下がっている。よくみると足の指やかかとの骨が血塗れになりながら横も縦もなくつながって

おり、確かにそこに「足」があった事を物語っていたが、もはや原型はとどめていない。通訳は「この病院から

２ｋｍの所で踏んだんだって！」と叫ぶように言う。それがとても近いところであることだけが分かったが、頭

はとにかく応急処置の事を考えていた。急いで膝の下を縛る。どこからきたのか、検査の職員が包帯を私に渡し

てくる。きつく縛ると「ウオーッ」と男が起き上がった。しきりに何か叫んでいるがクメール語なので分からな

い。通訳はそれを聞いて顔を悲痛に歪ませる。傍らではこの男の歳老いた妻が途方にくれている。そして応急処

置をする私に合掌してきた。とても辛くてしかたない。手を合わせられても今の私には何もしてあげられないの

だ。とにかく手術室はもちろん、今は清潔な生食さえない「無機能」病院なのだ。急いでコンポンスプーの県立

病院に運ばなくてはいけない。通訳を通じて妻にそう伝えると、「付いてきてくれるか」と言うので、「もちろ

ん」と答えるとさっそくオートバイの運転手が運び始めた。しかしそのとき、この歳老いた妻が泥のついた手で

幾枚かのリエル札をその運転手に渡していた。おそらくなけなしのお金に違いない。私は泣きだしたいほど心が

締め付けられた。ここは全てが”じぶんで払わなくてはいけない”のだ。

　県病院の手術室に運ばれた男は違い声で泣いていた。妻は玄関でそれを聞きながら途方にくれていた。妻は55

歳で村の学校の先生だという。夫であるこの男は生活が苦しいので、山に入って木を切ってお金にしていたが、

この頃は安全なところの木はすべて切り尽くされているのでより深い森の中に入って行かざるを得なかったのだ

という。妻は「これで一家はおしまいだ。この借金は子供の代でも払えない」と嘆く。手にはゴザを持っていた。

これから央が退院する日までこの病院のコンクリートの床に寝泊まりするのだという。央が快復して熱も下がっ

て動けるようになったらＡＭＤＡのプノム・スロッチ郡病院にもう一回来てくれと伝えた。「松葉杖を用意でき　」‾

ると思う」と言うと初めてかぼそく妻は頗を和らげた。ＡＭＤＡの計画に入っていないこの松葉杖の約束は責任

者としては無計画な発言であったが、そうでも言わないと日本に学んだ私のような医者には、とてもこの家族に

降りかかった災難に対する呵責に耐えられなかったのだと思う。

「９月１４日」

　熊沢さんと郡病院の裏手にあるプム（集落）を訪ねた。病院の副医院長（医師でなく役人）がどうしてもつれ

て行きたかったようだ。ある高床式の家に通された。通訳は「ここにマラリアの患者がいるらしい」。私は頼り

ない梯子を登ってその家に入った。６畳もない狭い床が２部屋に仕切られその一つにその家の主人たる男が横た

わっていた。額に手を当てると異常に熱い。３９度はあるだろう。呼吸も荒く目は虚ろである。もはや体力の限

界らしく、私の診察にもほとんど反応しない。妻とおぼしき女性は通訳に説明している。「もう１週間以上こん

－13－
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地雷に触れて足をとはされた村人
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な状態だ。今年は干ばつでコメが採れないので、仕方なく深い森に入っていって木を切っていた。入ってはいけ

ない森と分かっていてもお金がないのだからしかたない。そしてすぐにこんなふうになってしまった」。マラリ

アに違いない。全身は渇き、皮膚はたるんだままだ。夜半になると全身を震わせてもがくという。妻は「街に行

ってマラリアの薬を買おうと思ったが、１錠２０００リエル（約１ドル）だ。そんな金はどこにもない。何とか

治してもらえないものか」と私を見つめる。無力だ。それはいまこの場にファンシダールや点滴がないという意

味だけでなく、これからＡＭＤＡがこのマラリアの蔓延した極貧の地域とどう関わっていけばいのかという「答

えの出ない問い」に直面していかなくてはいけない事で無力感を感じてしまうのである。調べてみると２０家族

が住むこの小さなプムで、１５人のマラリア患者が確認されておりそのうち５人は瀕死の状態であった。みな危

険を侵して深い森に入って行った男達であった。飢えるか、マラリアにかかるか、地雷を踏むか・・・。余りに

悲惨な選択肢の内容に絶句しないではいられない。

　カンボジアの抱えるこの構造的な貧困と保健的な窮状に対し、私たちはどう関わっていくとよいのか。高価な

医療機材を持ち込むことの無意味さと共に、闇雲に「無料で薬を提供する」事も地域の保健バランスに大きな歪

を生じさせてしまう危険性につながってしまう。そこで以下の点から私たちはその活動を始めようと思っている。

　①清潔な水の確保・‥井戸掘り、トイレの整備とそれに関わる衛生教育

　②食性作物の奨励‥・栄養面での補填を目指さなくては、医療そのものがぐらつく

　③現地の医療知識の普及とマニュアル化・‥薬草、伝統医療からのサポート

　④予防保健の知識の普及・・・汚れた水で子供の目を洗ったりしない。深い森に入る際は暑くても全身を被う

　　衣服を着用するなど。

　⑤郡病院の機能回復計画・‥結核病棟、伝染病病棟、一般病棟の建設。水周り、トイレの整備

　　”医学教育ハウズの建設（地区のヘルス・ワーカーの教育）

　⑥I D P　Site （国内避難民村）の「水」「Sanitation」「食性作物栽培」へのサポート

　⑦Mobile Clinic

　⑧帰還難民のモニタリング・・・これは地域の「社会」「医療」バランスをとるための大切な資料作りも含ま

　　れている。従って、決して帰還難民のみにそのプライオリティを与えるためのものではない。

　そんなわけでカンボジア・プロジェクトとは始動しましたが、大きな問題を抱える地域に入っているが故に様

々な試行錯誤が予測されています。資金的にも苦しいのが現状です。どうぞもしこれらの現状打破策に対し賛同

して頂けるようでしたら、激励の意味を兼ねて募金をお願いしたく思います。どうぞ私たちカンボジアプロジェ

クト班を支援して下さい。お願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(文責　カンボジア・プロジェクト　桑山紀彦)

15

－ ･ 　 ・



１９９２年（平成４年）９月２９日（火曜日）

-－－アジア医師連絡協調査－一一-　　　　　　　　　　　－

　
　
【
プ
ノ
ン
ペ
ン
2
9
日
荻
尾
信
也
】
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
の
た
め
カ
ン
ボ
ジ

ア
入
り
し
た
陸
上
自
衛
隊
第
一
次
先
遣
隊
の
準
備
作
業
が
進
む
中
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
金
（
六
力
国
二
千
人
）
の
桑
山
紀
彦
医
師
（
山
形
大
医
学
部
精
神
科
）
が
今
月
中
旬
、

現
地
で
帰
還
難
民
の
意
識
調
査
を
実
施
し
た
。
「
土
地
も
仕
事
も
な
い
」
と
、
将
来
の
暮

ら
し
に
不
安
を
訴
え
る
大
人
。
勿
び
え
て
家
に
閉
じ
こ
も
る
子
供
た
ち
。
調
査
結
果
か
ら
、

故
郷
を
追
わ
れ
、
長
期
に
わ
た
っ
た
キ
ャ
ン
プ
生
活
が
意
識
や
行
動
面
に
色
讃
く
影
を
落

と
し
て
い
る
実
情
が
浮
か
び
上
が
る
。

八
尾
引
く
キ
″
ン
プ
生
活

心
　
　
「
仕
事
な
い
」
「
食
料
配
給
な
い
」

ま
で
ポ
ル
・
ポ
ト
支
配
地
区
だ

っ
た
。
先
住
の
村
人
に
国
内
避

難
民
、
そ
れ
に
帰
還
民
の
混
住

地
区
で
、
周
囲
は
山
が
迫
り
地

雷
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

食
住
が
足
り
た
キ
ャ
ン
プ
生
活

の
影
響
と
思
わ
れ
た
。

　
　
「
国
連
の
保
護
が
突
然
、
な

く
な
っ
た
こ
と
の
影
響
は
予
想

以
上
に
大
き
か
っ
た
。
一
歩
々

々
、
難
民
を
順
応
さ
せ
て
い
く

の
が
い
い
が
、
時
間
の
制
約
が

あ
る
。
過
保
護
を
続
け
る
の
も
、

保
護
を
断
ち
切
る
の
も
混
乱
を

起
こ
す
。
継
続
し
て
調
査
し
て

い
か
な
け
れ
ば
」
と
桑
山
医
師
。

　
い
っ
た
ん
帰
国
後
、
十
二
月

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
入
り
し
、
今
後

は
周
辺
住
民
の
意
識
調
査
も
す

る
予
定
。
帰
還
難
民
へ
の
食
料

配
給
な
ど
を
ね
た
む
声
も
聞
こ

え
始
め
た
。

16－

fik

一



山形大学医学部精神科　桑山紀彦先生
はじめに

　この調査報告書はＮＧＯであるＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議会）が本年７月より開始したカンボジアに於け

る援助活動のー環として始められたものであり、そのプロジェクトの責任者である桑山が主導して行ったもので

ある。これは決して帰還民のみをその援助の対象とするのではなく、その地域の中での平等なケアを目指すため、

まず帰還民がどのような状況に置かれ、それを周囲のｰ一般村民がどの様に感じているかをまず知ろうとする事が

大切という意図により行われているものである。

　しかし、正式な調査としては甚だ不十分であり、数的にも不足している。しかし敢えてこうして発表するのは、

われわれの今後の方針を明らかにすることに加え、今後の調査やしかるべきケアについてのご助言を頂きたいと

思う故である。

調査地；コンポンスプー県プノム・スロッチ郡、ウドム郡

調査日時；第１回；１９９２年９月５日～９月１７日

調査対象；①プノム・スロッチ郡トゥオル・プラーサ地区周辺に帰還した２４家族

　　　　②ウドム郡役所にdistributionで集まった４家族

　　　　③コンポンスプー県のカンボジア赤十字の事務所に寝泊まりしていた１家族

　　　　④上記帰選民に隣接して咄咄村民２皺

調査手法：・クメール語に訳された質問紙‥・帰選民用と周辺住民用の２種

　　　　・Strs Scale test Stress 細面je test

　　　　・通訳者（カンボジア人）を介した「聞き取り」と「心理テスト」

調査対象数：２９家族、脱落例を除いて１４人より有効回答

調査結果：

「”帰選民に対する”質問紙」より

Ｉ．平均年齢：３９．８歳（29歳～６５歳）

II.平均同居家族数：４．４３人

男女比：０．４

Ⅲ．滞在していた国境キャンプ：①ＳＩＴＥ　Ｋ・一一７１．

　　　　　　　　　　　　　　②カオイダン　‥・１４．

ｒＶ．帰還月：①６月・‥２８．６％

　　　　　　②７月・・・２８．６％

　　　　　　③８月・・・２８．６％

Ｖ．「あなたはカンボジアに帰りたかったですか?」
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４％

３％

-

-

◆はい‥・７１．４％

◇いいえ‥・１ ４． ３％

VI.「もし第３国へ出国できるとしたらどこへ行きたかったですか？」

　　　　　　　　　◆アメリカ合衆国・・・２８．６％

　　　　　　　　　◆ベトナムが恐かったためなので、第３国にSま行きたくない・・・57.1％

VILr現在定住した地は希望した地と同じですか？」　　　◆同じ‥・１００％

　　では「なぜこの地を遭びましたか？」　◆親族がこの地の近くにいたから‥・９２．９％



VⅢ.「現在家族は全員揃っていますか？」 ◆はい・・・　６４．３％

◇いいえ‥・３５．７％

IX.「この定住地とキャンプよりも住み易いですか？」　　◆はい‥・　Ｏ％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇いいえ‥・１００％

Ｘ．「もう種は蒔きましたか？」　　　◇いいえ・・・８５．７％

　　「耕すのに土地は持っていますか？」　　◇いいえ‥・９２．９％

｢土地は十分ですか？｣

｢水は十分得られていますか？｣

◇いいえ‥・１００％

　　　　◇いいえ・‥９２．９％

｢もし水を得ようと恩ったらどうしますか？｣

　　　　　　　　◆既にここに住んでいる村民にもらう・・・７１．

　　　　　　　　　　　◇どうすることもできない

ＸＩ．「村の人はどうですか」

　　　　　　　　　　　◆優しくしてくれている

　　　　　　　　　　　◇冷たい

ＸＨ．「なにか意見がありますか？」（抜粋）

　　　　①「周りの人はもっと優しくし接して欲しい」

・・・２１．

・・・６２．

・・・２８．

３％

６％

②「周りの人は私が土地を持っていったと思っている」

③「ここにいると薬がもらえないし、かといって買えない」（２名）

④「国境のキャンプには戻りたくない」

⑤「もうキャンプに戻りたい」（２名）

４％

４％

「”帰選民に隣接して住む一-一般住民”に対する

　　　　　　　　　　　　　　　質問紙」より
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　これはまだ数的に全く不十分なので、統計的データは出せていない。今後例数を増やして報告するが、２家族

とも隣接して住んでいる帰還民を「カンボジアにとって大切な人々だ」と回答していた事が印象的であった。



「精神的ストレスの状況」にっいて

　　StressMagnitudetest
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　◆周りにどれほどのストレスとなりうる「障害」が存在しているかを知る「ストレス・マグニチュード」では。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

サイト８よりもスコアが高くなり、プノンベン市の１．５倍近い「障害」があることが解った。特に健康面にお

ける「障害」は多く、ほぼ全員が「過去１年間に何らかの病気にかかり、治療の方法もなく放置されていた」と

笞えている。この「障害」の度合はプノンペン市に対し統計的な有意差を認めた。

　←方、自分の内面にどれだけのストレスが貯められているかを知る「ストレス・スケール」では、カオイダ

ンの特異的なストレスの高さはさておき、帰還民のストレスはサイト８、プノンペン市よりも高い傾向を見せた。

しかし、統計的な有意差はなくその差は僅かであった。

　今後はもっと数を増して、一層正確なデータを得ることに努めると共に、帰還民と周辺住民のストレス度の比

較をしていく必要を感じている。生活の土台を同じ場所に置いたこれら一般住民と帰還民のストレス比較により、

現在この地域に内在している問題の把握にいくらかでも役に立つと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　Stress Scale test

ａ
Ｊ
Ｏ
Ｄ
Ｓ

１０

　８

　５

４

２

０

(factorized)

回
国

Phnom Penh

KhaolDan9

Site8

Retumee

　　　　　　　　　　　　　　　Somatic　　Sociaj　　Emotional

　最後に「身体的ストレス」「社会的ストレス」「情緒的ストレス」に因子分解して、このストレス・スケール

を考察してみると、カオイダンの様に全因子に渡って高いスコアを呈していることを除けば、帰還民はプノンペ

ン市やサイト８よりも各因子でスコアが高く、中でも身体的ストレスが他の地域よりも高い傾向を示している。

これは様々な身体的疾患が自分達の周りに多いことを示しているが、一方で、心のストレスを言葉で表現する力

が低下しているため、身体の訴えを用いて表現している（いわゆるヒステリー状態）のではないかとも推察され

た。彼ら帰選民が心のストレスを言葉で表現する力を低下させるもっとも大きな原因は「急激な居住環境の変化」

ゆえの”不適応”状態が最も考えられる。

－19－
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「キャンプで牛まれた子供達の帰還」にっいて

　兼ねてより、キャンプで生まれた子供達は「キャンプ以外の世界」を知らないため、本国帰還によって様々な

不適応や戸惑いを生じることが予測されていた。これより継続するこの調査はこの「キャンプで生まれたこども

達」の社会、精神的適応状況の調査も兼ねている。これはこの子供達がよりよく定住地に馴染み、祖国に落ち着

くことを手助けするためプランをより現実のものにするための事前調査である。

　今回は第１回目ということもあって印象にとどまった。

①接触性の低下‘（自閉的傾向）

　・・・サイト８やサイトＫではよくみられた傾向だが、見知らぬ人物や解らない出来事に遭遇した際、通常は

　「好奇心」が「不安」に打ち勝ち、ゆっくりではあるがその対象者（物）に興味を持つ。しかし帰還民の子供は

　「不安」と「恐怖」が前面に立ち、時間が経過してもその対象に接触しようと計らない。

②意志表示能力の低下

　・・・自分の訴えや希望について、他者に対して理解してもらおうとする意志に乏しくその伝達手段ｶに偕の

子供達に比べて圧倒的に少ない。これらは社会的な発達の遅れを示唆するものではないだろうか。

③度を越えた弱いものいじめの傾向

　・・・子犬や子猫ののような自分より弱いものに対し、「かばう」とか「守る」という意識に乏しく、逆に暴

力的になって「いじめ続け、いじめ抜く」。これは子どもの中の攻撃性が表現されているものだが、どの程度い

じめれぱ相手（犬や猫）ｶ9弓しむかという判断に乏しく、その程度を知らないことが多い。つまり、自己の暴力

性の「歯止め」機構が弱体化している事を伺わせた。これらは社会的な教育システム（より自然な形での社会勉

強）がキャンプ内で滞り、不自然な子供社会でしか育たなかった事を示唆していると思われる。

④家族意識の高揚

　・・・国境のキャンプではその異常なまでに間延びした生活のため、「家族の互助機能」が低下していたこと

を報告したが、帰還民は逆に家族関係を（自然と？）強化し、キャンプ在住時よりもその家族機能を高めている

事が感じられた。これは困難な状況に置かれたので、自然と家族が相互に助け合い始めたとも解釈されるが、そ

の割には隣接した一般住民や近くに来た帰還者同士の交流がまだ、活発に動き始めていないため、その代償的必

要性に迫られて、最小単位の集団としての「家族機能」がｰ一時的に高揚しているのではないかと思われた。しか

し、これらが逆に過剰な保護につながり、前述の「社会的な未発達さ」がそれに加わって自己抑制の効かない成

長をしてしまう危険性を示唆しているように思われた。

＝ 一 一 一 一 一 一

　以上は「雑感」であり、正確さには乏しい。今後も調査を続けると共に、どうしたらこの「キャンプで生まれ

たこども達」がよりスムースにカンボジアに適応できるか検討していきたい。
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以上　第１回報告
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嘔

七　外国人相談者居住地域

　　　　　　　　８月

　　東京　　　　６９　　　９

　　神奈川　　　２　　１

　　埼玉　　　　士２　　　１

　　千葉　　　　　６

５．相談内容

累

３

８

３

９

計

O（56

8（11

0（7

い５

(1)言葉の分かる医師の紹介

(2)医療制度

(3)金銭問題・トラブル相談

(4)病気の説明

(5)その他

　　　　　　合計

9S）

5S）

9X）

6%）

８ 月

C
I
C

L
r
）
F
C
I

８

６．他機関からの相談件数

　　(1)病院

　　(3)マスメディア

　　(5)企業

　　　　ＬＯ

(機関別)

４

７

２

２

７．他機関からの相談・問い合わせ内容

(1)通訳・言葉

(3)診察補助表

(5)その他

センター報告

１

２

３

４
（
乙
４

１

他

不

合

２

１

１

県

明

計

累

７

計

７０８

３７（

１９（

２２（

８０（

８

７

１

４

　８月

　１１

　　４

１ ０ ４

1訓

4馴

3%）

3%）

9%）

累

　１６

　↓

１．６

計

則
３

３

Ｏ

５

H】.211）

（　7.9S）

（　100S）

1.635(　100%)

(2)公的機関(大使館・自治体等)

(４)ＮＧＯ

　合計

(複数回答)

(2)医療機関紹介

川医療費について

５
３

４
３
８

　
　
　
　
Ｌ

　診察補助表の申し込みも８００部を越え、電話による問い合わせも一段落しました。

今後も岩手県国際交流協会主催のシンポジウム、国際保健医療学会などで宣伝、販売

していく予定です。

　ペンガル語の追加、ハングル、ペルシャ、カンボジア、ベトナム語の改訂も進行中

です。

（

り

１

　（

ま

○月３、４日の国際協カフェスティバル「－こころの地球儀回っていますか一」

財）国際協力推進協会主催）にＡＭＤＡ本部と一緒にパネル展示をすることにな

した。ＡＭＤＡの活動を紹介する良い機会になると思います。

　ポルトガル語通訳が不足しています。週１度、決まった曜日にセンターでボランテ

ィアしていただける方がございましたら、センターまでご連絡下さい。宜しくお願い

いたします。
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　東京都の委託事業を受けるに際して－ＮＧＯとＧＯが協力することの意義など

　　現往、様々な分野でＮＧＯとＧＯはともに同じ目標に向かって活動しているといって

もよい。もちろん組織の性格ヒ、全く同じアプローチができるわけではない。基本的には

はＧＯは大きな方向性を示せたとしても、さらに細かい部分についてはＮＧＯの方が活動

性に優れている。特に外国人の医療問題に関しては行政からのアプローチと民間からのア

プローチが不可欠であることはこの２年間の取り組みですでに明らかになっている。医師

会との関係、オーバースティの人々に対する対応などは他方行政では取り組むことが困難

であり、民間に助成・委託の形態を取ることが問題への取り組み方法として最も現実的で

あり、かつ有効であろうことは私達がこの２年間主張し続けてきたことである。しかしな

がら経験主義を何より尊ぶ行政にあっては私達の主張に対する反応は残念ながら乏しかっ

た。今回、東京都の委託事業を受けるについて私達も前向きに検討しなくてはならないの

は、東京都が設斌わずか２年のセンターの活動をパートナーを組むにふさわしいと正当に

評価している点と外国人の医療問題に対して東京都が本気に取り組もうとしている点であ

る。また先にも述べた如く経験主義を何より尊ぶ行政にあっては今回の東京都とセンター

の協力事業が成功するならば、今後全国に地域の民間団体を行政が援助する形の問題解決

型の運動が急速に広がる叶能性が非常に高い。民間団体にとってはこのような方式は財政

的には大きなメリットとなるであろう。しかし一方では民間団体は、行政に適切なパート

ナーとして信頼されうるようなしっかりとした組織作りをせねばならない。今後、センタ

ーは行政の医療情報の全てをコンピューターの端末機を設置することによって確保し、そ

れに従来のＮＧＯとして蓄積している情報を上乗せし、海外各国からの留学生医師、看護

婦などを人材として有給でセンター内部に確保することにより、世界で一、ニを争う大部　－

会東京の外国人の医療の全てをカバーしうる世界に誇る組織になるであろう。

　今回の委託事業のもっとも重要なポイントは東京都の全ての医療情報がセンターに集積

されるのに対して、現在センターに集積してある医療情報が東京那個に渡ることはなく、

相談者や協力医療機関のプライバシーが十分守れる点である。即ち、センター主導の事業

ということである。今後ともセンターが主導できるよう経営面を含めたＮＧＯとしての運

営努力を続けなければならない。

０９　２５，１９９２

23－

小林米幸



Ｏ
Ｚ
ｍ
「
」
Ｏ
Ｚ
宍
［
外
国
人
患
者
の
対
応
］

小
林
国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
小
林
米
幸

医療経営情報N0.59/1992年10月号13

24

在
日
外
国
人
が
利
用
で
き
る
制
度
ｅ
労
災
保
険

●
労
災
保
険
適
用
対
象
者

　
常
勤
労
働
者
で
も
パ
ー
ト
・
タ
イ
マ
ー
で
も
、
会
社
と
雇
用
関
係
が
成
立

し
た
時
点
で
、
労
災
保
険
適
用
対
象
者
と
な
り
ま
す
。
特
に
小
さ
な
会
社
で

は
、
「
う
ち
の
会
社
は
労
災
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
の
で
使
え
な
い
」
と
い

う
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
か
、
こ
れ
は
正
し
い
解
釈
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先

に
も
述
べ
た
と
お
り
、
労
働
者
は
自
動
的
に
本
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
で

す
。
「
う
ち
の
会
社
が
労
災
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
」
な
ど
と
い
う
こ
と
は

あ
り
得
ま
せ
ん
。
「
加
入
し
て
い
た
の
だ
が
、
雇
用
者
側
が
労
災
保
険
の
掛
け

金
を
支
払
う
の
を
忘
れ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。
こ
の
　
ー

よ
う
な
場
合
で
も
、
も
ち
ろ
ん
労
災
保
険
は
適
用
さ
れ
ま
す
。
雇
用
者
側
は

忘
れ
て
い
た
掛
け
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
外
国
人
に
対
す
る
適
用

　
本
保
険
は
、
労
働
者
で
あ
れ
ば
国
籍
に
関
係
な
く
適
用
さ
れ
ま
す
。
昭
和

六
三
年
に
は
、
労
働
省
労
働
基
準
局
長
の
通
達
と
し
て
、
「
日
本
に
お
け
る
労

働
で
あ
れ
ば
、
日
本
人
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
ま
た
外
国
人
で
あ
れ
ば

不
法
就
労
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
に
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
内
容
の
も
の

か
出
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
不
法
就
労
で
あ
っ
て
も
本
保
険
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
唯
一
の
例
外
は
研
修
ピ
ザ
で
来
日
し
て
い
る
研
修
生
で
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
労
災
保
険
は
労
働
者
の
た
め
の
制
度
で
あ
り
、
研
修
生
か
日

本
人
に
混
じ
っ
て
仕
事
を
し
て
い
て
も
、
こ
の
行
為
は
労
働
で
は
な
く
、
研

修
に
お
け
る
実
習
と
見
な
さ
れ
る
か
ら
な
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
研
修
ピ

ザ
で
来
日
し
た
人
に
は
労
災
保
険
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
最
近
、
経
済
団
体

や
一
部
の
職
能
組
合
が
労
働
力
不
足
を
解
消
す
る
目
的
で
、
外
国
か
ら
の
研

修
生
を
導
入
す
る
予
定
が
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
。
労
働
力
不
足
を

解
消
す
る
目
的
‘
と
は
っ
き
り
う
た
っ
て
い
な
か
ら
、
研
修
生
が
日
本
人
に

／へ

/

ゝ

　ゝ

混
じ
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
は
労
働
で
は
な
く
実
習
で
あ
り
、
ゆ
え
に
給
与

も
支
払
わ
れ
ず
、
か
つ
労
災
保
険
の
適
用
も
受
け
ら
れ
な
い
現
状
が
続
く
な

ら
ば
、
新
た
な
国
際
問
題
の
火
種
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
実
際
に
、
実
習
中
に
事
故
で
死
亡
す
る
ケ
ー

ス
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
外
国
人
労
働
者
、
特
に
不
法
就
労
者
の
労
災
利
用
を
阻
む
も
の

　
労
働
基
準
監
督
局
で
は
、
不
法
就
労
者
に
関
し
て
も
人
道
上
の
観
点
よ
り
、

出
入
国
管
理
局
へ
の
通
報
は
行
わ
な
い
の
で
労
災
の
申
請
を
行
う
よ
う
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
届
出
件
数
は
非
常
に
少
な
い
の
か
現
実
で
す
。

　
そ
の
第
一
の
理
由
は
、
日
本
人
の
雇
用
者
が
不
法
就
労
者
を
雇
用
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
を
恐
れ
、
治
寮
費
を
現
金
で
支
払
っ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
多
い
か
ら
の
よ
う
で
す
。
現
在
、
不
法
就
労
者
を
雇
用
し
て
い
る

こ
と
が
判
明
す
る
と
、
雇
用
者
に
は
二
〇
〇
万
円
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
、
不

法
就
労
者
は
全
員
強
制
送
還
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
〇
万
円
以
下

の
医
療
費
で
あ
れ
ば
、
労
災
保
険
の
申
請
を
さ
せ
ず
に
現
金
で
支
払
っ
て
し

ま
お
う
と
い
う
わ
け
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
治
療
費
が
支
払
わ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
後
の
生
活
に
お
け
る
後
遺
症
に
対
す
る
補
償
と
い
う
点
か
ら
も
、

労
働
者
に
と
っ
て
は
労
災
の
適
用
を
申
請
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

／
　
　
第
二
の
理
由
は
、
不
幸
な
こ
と
に
仕
事
仲
間
で
あ
る
他
の
不
法
就
労
者
か

（
　
ら
の
圧
力
で
す
。
労
災
の
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
基
準
監
督
局
の

　
　
指
導
が
職
場
に
入
り
、
他
の
不
法
就
労
者
か
職
場
を
追
わ
れ
て
職
を
失
う
と

　
　
い
う
事
態
を
極
端
に
恐
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
混
乱
は
、
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
日
本
政
府
の
建
前
と
現

　
　
実
が
異
な
る
間
は
、
い
つ
ま
で
も
続
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

／〃

.〃～
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拝
休
日
原ﾌｫｰﾗﾑのお知らせ

　当ニュースレターでも一部すでに紹介されているように来年５月２０日～２２日に林原

基金の御後援のもとにＡＭＤＡ・Ｊａｐａｎの主催で「国際医療協力」～アジア多国籍医

師団の構想と実践～をテーマに国際シンポジウムを開催する運びとなった。ここに改めて

その主旨と沿革をお知らせし、会員の皆さんの御理解と御協力をお願いします。

　執行部として７月２８日正式に運営委員会（パート１担当：菅波茂、パート２担当：朔

元洋、パート３担当：津曲兼司）を発足させ、具体的準備、運営に当たることとしました。

　パート３には、ＡＭＤＡ各国支部の中心メンバーが招聘されますので、多国籍医師団の

案件のみならず、ＡＭＤＡ全休の組織運営を検討、意思統一する場にもなりえる点でも重

要な会議となるでしょう。

　主旨に賛同され、特に運営、準備に御協力いただける方がありましたら、事務局まで御

一報ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Several bas沁c6teriaforpanelistsare;

The Hayashibara Forum ’93

lnternational Medical Cooperation

with Respect forNative Cultures

　　　　Theldea and Development

　　　　　　　　　　　　　of

“Asian Multi－ National Doctors’Mission”

　　　　　20th －22nd，May，1993

at Hayashibara Fujisaki Raseaxでh lnstjtuts

　　　　　　　okayam＆Japazl

　　　　　　　　　Organizedby

As8ociation of Medica1 1)octors for Asia

　　Sponsoredby

Havashibara Foundation

　For Part j，a religionist（belonging to a main religion of

his country）or a govemmental officer or a scholar of social

scklnce，who is concem●d wah cultural aspects of medical

servie and has experience in medical volunteeractivjty or

rel8ted matter｡

　For Part 2，a clinicaldoctor wh。is f8milir with traditional

mediine of his country as well as with modem medicine.and

practkses herbal medk;ine or othertradiionalremedis｡

　For Part 3，a doctor or an organizer of a medical 9roup

who can potentialiy be involved in the Multi-National Medical

Mission.

Appncation Form

Panenst Candidate for Part l，2，＆

Affiliation :

Speciality :

Address :

Telephone :

Fax:

Age

Recommender

Name:

Affiliatjon:

Address :

Telephone :

Fax:

Other Communjcation

Nationality :

八

-



　The world is becoming molでand more borderless.

More international cooperation is urged also in the

field of medicine.The Association of Medical Doctos

for Asia（AMDA），a non-govemmental organization

composed of doctos flx）mfourteen member countries，

has been a leading force in this dimension in Asia.

Under the slogan of “Better Medicine for Better Future

in Asia”，AMDA has held inte汀lational confelでnces，led

exchange training programs，dispatched medical rescue

teams to disaster stlicken areas，promoted a medical

information network for foreigners in Japan， opened an

AMDA clinic in Nepal and so on. AMDA has now

reached a unique idea of“Multi-National Doctors’

Mission”: a system designed to provide a mo誇local-

society-oriented medical service in Asia.

The Forum is compo8ed of three parts.

Parl j j

Philosophy for lnternational M●dical Cooperation

　lnternational medical coopeation is most effectively

fumned when the medical culture（the attitude toward

health，medidne and life induded）of a targeted local

people or society is undestood.Not only docto5，but

also anthropologists，�igionists and philosophers are

invited　from　several　countlies . Diffen3nceS　alnd

similaritiesin the medical cultures of valious countries

and　詑levant　difficulties　for　cross，cultural　medical

cooperation are discussed.lt is attempted to ovel℃ome

differences and pursue a basic phjlosophy applicable

for　medical　aid　directed　to　people　with　diffe祀nt

cultunll backgrounQs.
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Part 2；

Traditional Medicines as Medical Resourses

　Each country has its own　history　of traditional

medicine.Although　traditional　remedies　are　mostly

replaced by modem medicine，there seem to be some

which are　beneficial enough　to　be integrated into

modern medical practice.For example，Kampo herbal

medicine is reappreciated in Japan when3 the newest

modem medicine is abundant. Clinical doctors from

different countries who practice regional 祀medies in

accordance with modern　medicine a詑invited.The

present situation concerning traditional medicines in

various　countlies　are　discussed . Strategy　for

reassessment　and　conservation　of useful　traditional

medicines alll probed.

Part 3

Action Pro9｢am for Establishment of

　“AsianMulti-National Doctors'Mission“

　Repiでsentatives　from　member　countries ， mostly

AMDA committee membe巧，are invited to discuss how

to詑aHze the suggestions of the Part j and 2.A

concrete action plan is searched to embark on the

establishment and management of the AMDA's Multi-

National Mission.

　　　　　一Requests for Appncations －

　Although panensts a諏basically assigned thlx）ugh the

AMDA network，this forum is open to othes so that

mo詑suitable participants a誇誇cruited flx）m wider

cil℃uits.lf you sympathize with the idea，you anl

kindly　requested　to recommend suitable candidates

from your country （yourself included）for the Forum.

Your recommendation wm be sincellly assessed by the

Committee｡

　The cost of flights and accommodations for stay in

Japan wm be funy covered by our budget for the

invited panelists.



　ﾀｲ･ｲﾝFﾈｼｱ靉畦

伝統医学ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ委員長　　朔　元洋

　林原フォーラムの協力要請を主目的に８月９目～１

６日にタイおよびインドネシアに出張させていただい

たので、その成果を報告する。

タイ

　チェンマイ

　ダナマナマイ会チェンマイ支部の招きでチェンマイ

大学医学部を訪問した。［Ｄｈａｎａｍｍａｎａｍａ

ｉ会は、故Ｕａｖ　Ｋｅｔｕｓｉｎｇｈ元シリラート

大学生埋学教授の精力的リーダーシップで誕生、発展

ビジネスとしても成功しており、民間の伝統医薬に対

する根強い人気を感じた。

　ダナマナマイ会チェンマイ支部は伝統医療を活用し

たヘルス・センター計画を進めている。建設予定地を

見学し、どのような協力が可能かを忌憚なく議論した。

今後、ＡＭＤＡ全休としても検討に値するプロジェク

トと考える。

　プラチンブリ

　１２日、一転バンコクから前述のタイ伝統医学大学

(Ayurved Vydyalai)校長のＢｕｎｒｕａｎｇ　Ｎｉｙ

ｏｍｐｏｒｎ先生に御同行頂き、カンボジア国境に近

いプラチンブリに車で向かった。厚生省主催の第２回

してきたタイの伝統医学を見直そうという全国組織で　伝統医師全国大会にＳｕｍｒｕａｙ　Ｔｕｐｃｈａｒ

ある。筆者は先生の創設されたタイ伝統医学大学(Ayu　ven先生を訪ねた。先生は、厚生省所属でプラチン

rvod vydyalai）にて２年前臨床研修をさせて頂いた。］

　８月１０日、昼食を兼ねてレセプションを催して頂

いた。出席者は　Ｔａｗａｎ　ｋａｎｇｗａｎＰｏｎ

ｇ元学長、　Ｂｏｏｎｌｏｎｇ　Ｓｉｖａｓｏｍｂｏ

ｏｍ元医学部長、　Ｔｅｊａｔａｔ　Ｔｅｊａｓｅｎ

教授（解剖学）、　Ｐｏｎｇｓｉｒｉ　Ｐｒａｔｈｎ

ａｄｉ助教授（外科学）、　Ｍａｉｔｒｅｅ　Ｓｕｔ

ｔａｊｉｔ助教授（生化学）、　Ｄｒ．Ｓｕｍｉｔｒ

ａ　Ｔｈｏｎｇｐｒａｓｅｒｔ講師（内科学）ほかと

いう仰々たる顔ぶれで、予想以上のダナマナマイ会の

懐の深さに驚かされた。外科医ながら農村地帯のプラ

イマリケアにも関与しタイ伝統薬草薬に造詣の深いプ

ラツナデイ先生に林原フォーラム（パート２）のシン

ポジストとしての参加を要請し、内諾を得た。

　２時からはチェンマイ大学医学部にて講演をする光

栄な機会を与えられた。約３０名の聴衆（主に医師）

に「日本における漢方医学の現状」と題し、林原フォ

ーラム・パート２やＡＭＤＡ伝統医学プロジェクトの

背景を総括的に論じた。漢方薬に関する種々の統計や

科学的研究のデータを多く示し、伝統医薬の可能性と

西洋医師としての科学性とのジレンマを日本よりも強

く抱えた状況にあるゆえに、幸い興味深く聴いて頂け

たようである。　夕方は、近くの寺Ｗａｔ　ｕｍｏｎ

ｇの僧医Ｐｒａ　Ｍｅｎｇ師を訪ねた。約１０００種

類の薬草を有する薬草園は見事であった。

　１１日、チェンマイ伝統医学校を見学した。薬草薬

処方やマッサージを教育するが全日制ではない。

ブリ地方の役所に勤務、若手女医ながらタイ伝統薬の

活用を推進するリーダーとして知られる。林原フォー

ラムのシンポジストとしての参加を要請し、内諾を得

た。特別な計らいで|司全国大会において３０分の講演

を許可され、約８０名の聴衆（主に若手の伝統医師、

若干の西洋医師と役人〉にチェンマイ大学と同様の講

演を簡略化して行った。

インドネシア

　ジャカルタ

　厚生省ジャカルタ・ヘルス・サービス・センターに

Ｄｒ．Ｓｕｈａｎｔｏｒｏ　ＤＳＭを訪ねた。先生は、

同センターの部長、インドネシア医師会の役員を兼任。

ジャカルタ市内の全西洋医学クリニック（齢000）、伝

統クリニック（250）、針灸院（300）など医療関係機関

を統括、管理する立場にある、御自身は伝統医学を実

践しているわけではないが、その潜在的効用を認め、

インドネシア薬草薬ｊａｍｕを現代社会に適合した形

で発展させていくことに腐心しておられる。ここでも

日本での漢方医学の再評価の現状をスライドをまじえ

て説明させて頂いたが、科学的研究や実践状況のデー

タに大いに興味を示された。同先生に林原フォーラム

のシンポジストとしての参加を要請し、内諾を得た。

　AM D A lndonesiaのＤｒ、Ａ．Ｈ．Ｔａｎｒａ（Ｐ

ａｎｄａｎｇＳ）と電話連絡し、Ｄｒ．Ｆａｉｓａｌ　Ｙｕｎ

ｕｓ（ｌｎｄｏｎｅｓｉａ大鴇2fl騏一顧醇jl）に面会した。２人と

も日本留学経験があり、日本語は堪能である。ユヌス

先生の案内してもらった薬飲料カクテルを出すｊａｍ

　ついで郊外に、薬草園を有するクリニックを開業し　ｕのドリンクショップは一見カウンターのあるバーの

ているｖｅｒｕｒｅｅ　Ｓｒｉｔｈｅｐ先生を訪ねた。ようで、独特の伝統薬の活用法は興味深かった。

約１０００種類の薬草を栽培し、うち１２種類を大量

生産、自前で製品化して使用していた、主に西洋医学

的に治療で治癒しない慢性病患者を対象としている。

　旅中、ＡＭＤＡに対する期待、評価は予想以上に大

きく、それに応えられるようAMD A lnternational

全休の組織強化を急ぐ必要を強く感じさせられた。
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｢漢方医学の現状｣について講演する、朔　元洋医師(チェンマイ大学医学部)

チェンマイ大学医学部にて

万j"｣ラヽンナディ先生(右)と

J､･､タジット先生(左)

Aqurved vqdgalai大学教授

Bunruang先生(右)と

第２回伝統医師会議。
壇上、右から２人目がスムルアイ先生。

サケオ病院（プラチェブリ）にて。

チェンマイ伝統医学専門学校

マッサージ法の臨床実習。
研修生には外国人も多い。

　　　　　－28－

薬草併用のクリニックにて
スリテップ先生(左)
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W【1r】d projects. The Mlnlstry of

Posls and Telecommunlcatlons

(MPr)aistributes tl】emoneyto

sleeted N【】Os.一リ‥‥‥‥
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world that are less fortu，

sajd Mr Yumoto.nate､”sajd Mr Yumot0.

　4､‘ltls my hope that thg NGOs

have reached the tuming point

where thly nnd wide sccep-
lance and supporl ln Japaxl.“

John Burton



　　　　　　　　　　　　　　岩井国先生

　三陸の海からは秋の味覚サンマが次々水揚げされ，値段も一匹100円をきりました．

この聞まで「高い！」とぼやいていたのがうそのようです．

　私，岩井は診療のかたわら，日－バングラデシュ友好病院の医療器械譲り受けの

交渉，外国人医療アンケートのまとめなどでファヅクス，コピー，ワープロとにら

めっこの日々が続いています．また，８月34〕日には陸前高田市でサイクルロードレ

ースが開催され，救護に駆り出されました．折からの雨の中転倒が相次ぎ，76人が

処置に訪れ野戦病院のような騒ぎでした．そこに，膝とわき腹を擦りむいてきたＲ

君が，私にとって今年初めての外国人患者さんでした．西塚は東医体実行委員が終

ったと恩ったら，岩手医科大学の国試対策委員に選ばれ，来年の国試合格率アップ

のため駆け回っています．

　医療器械譲り受けの話は順調に進み，23個の宅急便が東京のナイーム先生に届き

ました．（私が送付先を間違えナイーム先生がたいへん苦労したという裏話もあり

ますが）電気を使うものに関しては，製造メーカーが変圧器を探しに秋葉原の電気

店まで出向いて下さっていると聞き，私はただただ恐縮するばかりです．また，宮

古病院の事務次長の多田さんと共立医科器械株式会社の高橋さんには炎天下に缶コ

ーヒー１杯で荷物の梱包をしていただき，感謝を通りこして申し訳ない気持ちです．

まさに「みなさんのおかげです」

　岩手県国際交流協会編集委員会では外国人医療アンケートの第２部として救急隊

へのアンケートを行いましたが，回答率は，なんと100％でした．集計したところ，

平成３年１月１日から同12月31日までに県内で搬送された人は22,121人でうち外国

人は11人とごく少数でした．出身地域はアジアが７人で大半を占め，搬送理由は病

気が６人，外傷が５人でした．外傷の中に外国人船員と観光客が１例づつあり，外

国船の埠頭と観光地をもつ岩手県の特徴がでたのではないかと思っています．この

詳しい結果は，機関誌「いわて国際交流」10月号に掲載される予定です．「いわて
国際交流」７月号に掲載された第１部・医療機関アンケートは大きな反響を呼び，

岩手日報り可北新報・盛岡タイムズの各紙に取り七げられ，朝のＮＨＫニュースで

も放映されました（その時，私はまだ寝ていました）．県国際交流協会ではまだま

だ続く取材申し込みをさばくのにおおわらわだそうです．

　さて，お知らせですが岩手県では10月３，４日に「岩手県国際交流フェスティバ

ル」を開催します．その１イベントとして，小林・桑山両先生をお迎えし，念願の

パネルディスカッション「岩手県の外国人医療を考える」を開催することになり，

ＡＭＤＡ岩手は全メンバー（約２名）が実行委員として場所割だ人集めだと頭を悩

ませています．みなさん，梅でも桜でもけっこうですので，紅葉見物がてらにぜひ
おいでください．
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新築なった岩手県立宮古病院

　(最上階に太平洋が見える大

浴場があります)
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一

　　　　　　　　　　　　　江上由利子先生

　Baltimore便りを送るようにとの依頼がＡＭＤＡ事務局から私のところにき

ました。１年先にきておられる野内先生が書かれるほうが適切かと思いまし

たが、借越ながら、私が感じたことを書かせていただきます。
　首都ワシントンから１時間、ニューヨークから４時間のところにあるこの

街バルチモアに来て２ヵ月余りになります。古い街で、Water frontで、海の

近くに始めて住むことができた私は、この街がとても気に入っています。

Johns Hopkis university､School of Hygine and Public Healtt学ぶ１１ヵ月とい

う短い間にたくさん勉強し、遊び、いろいろ見て、。。と、欲張ってみたも

のの、山のような勉強量と、私の英語力とのバランスから考えると、”遊び”
はかなり縮小せざるを得ません。

　’Optimism and Energy’:始まって２週間の頃、Public Healthの歴史の講義の

時間に私の耳に飛び込んできた言葉です。２０世紀になって、更に、Public H

ealthを進歩、発展させ、その教育を進めていくうえで、常に問いかけられる

べき問題があります。Public Healthが医学、看護学、政治、経済とどうかかわ

っていくか。公衆衛生の教育を、research､practice､teachingの何に重点をおく

か/Education’ or ’Trainiか。歴史の中で、公衆衛生にかかわった人達が問

題に直面した時に、彼らはこの’Optimism and Energy’をもって解決し、現在に
至ったというのです。

この２点を、私も常にもっていたいと思います。そして、そのEnergyを効率

よく（？）使うため、力と知識と柔軟性をもちたいと思っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･･-･･･-･･･-･･･ II･-’･　・　　･･･　　.　　　　　　　・　････　・
1日病院玄関での梱包作業（お手伝い　　　　瞳　　ｉ　圓噛||

下さった多田さんと共立医科器械の　１‘　幽幽|幽　　　　函ｉ　i　　ii

高橋さん）　　　　　　　　－蔽面面扁謳脳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－32－



ＡＭＤＡ国際医療情報センター
　　平成４年度運営協力者
　　　(順不同敬称略)

　以下の方々にご協力頂いています。有難うございます。

個人、団体

　　　岩淵　干利／満江（神奈川県）、永井輝男、長島　隆久（東京）

　　　色平　哲郎（長野）、中山　れん太、カトリック東京教区インターナショ

　　　ナルデー委員会、松原　雄一

医療機関

　　青物産友病院、町谷原病院、河北総合病院、高岡クリニック、山田皮膚科

医院、富士見病院（東京）、小林国際クリニック（神奈川県）、井上病院（千葉）

福川内科クリニック（大阪府）、ジャパングリーンクリニック（シンガポール／

英国）、沖縄セントラル病院（沖縄県）

　　　　　　　　　　　以上.年間１２万円

心二吐

三共㈱、昭和メディカルサイエンス㈱、ファイザー製薬㈱、富士コカコーラボト

リング㈱、サンド薬品㈱、ファルマーマーケティングサーベイ研究所、三井物産、

（有）都商会、グラクソ三共㈱、大鵬薬品工業㈱、㈱医泉、薬樹㈱

　　　　　　　　　　　以上年間１２万円

大森薬品㈱、カネボウ㈱

興和新薬㈱、日本新薬㈱

アイシーアイフアーマ㈱、

国際婦人福祉協会

　　　　　　　　　　　　年間５万円

　　　　　　　　　　　　年間３万円

キッセイ薬品工業（株）

　　パーソナルコンピューター及びプリンター寄贈
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